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世
の
中
で

一
番
楽
し

く
立
派
な
こ
ど
は
、
 一
生
を
貫
く
仕
事
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。
 

世
の
中
で

一
番
み
じ
め
な
こ
ど
は
、
 教
養
の
な
、い
こ
ど
で
あ
る
o
 

世
の
中
で

一
番
淋
し

い
こ
ど
は
、
巾
る
仕
事
の
な
い
こ
ど
で
あ
る
o
 

世
の
中
で
一
番
み
に
く
い
こ
ど
は
、
他
人
の
生
活
を
う
ら
や
む
こ
ど

で
あ
る
。
 

世
の
中
で

一
番
尊

い
こ
と
は
、
 人
の
た
め
に
奉
仕
し
て
決
し
て
恩
を

き
せ
な
い
こ
ど
で
あ
る
。
 

世
の
中
で

一
番
美
し

い
こ
ど
は
、
 す
べ
て
の
も
の
に
愛
情
を
も
つ
こ

ど
で
あ
る
。
 

世
の
中
で

一
番
悲
し

い
こ
ど
は
、
 う
そ
を
つ
く
こ
ど
で
あ
る
o
 

一
 
、
 

一明治 100 年二＝ 

一
 
、
 

一
 
、
 

一
 
、
 

1
 

一
 
、
 

一
 
、
 

一
 
、
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り
ん
ご

生
産
は
 

授
粉
か
ら
 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
年

つ
づ
き
の
不
作
を
の
り
こ
え
、
 

豊
作
時
の
百
七
十
万
箱
を
生
産
 

で
き
る
よ

う
に
と
、
 

開
花
前
の

五
月
四
日

安
定
生
産

対
策
本
部

長
の
佐
々

木
市
長
を
 

先
頭
に
、
 

そ
 
回
髄
鯉
 

巡
 

地
帯
を
巡
 

こ
 
が
 
鄭
維

し
 
長

「静
＼
 

市
 

実
施
を
呼
 

と
 
＜
露
m
ま
 

し
た
。
 

市
で
は
 

●

」
 

こ
れ
ま
で
 

に
市
費
を

出
し
て
、
 
 

佐々木市長 

花
粉
を
と
る
開
や
く
所
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
昭
和

四
十
二
年
度
に
は
長
橋
、
梅
沢

地
区
に
、
こ
と
し
は
飯
詰
、
毘

沙
門
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
で
き
あ

が
り
、
来
年
は
松
島
、
三
好
地

区
に
つ
く
っ
て
花
粉
採
取
の
協

同
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
当
市
が
県
下

六
十
七
市
町
村
に
さ
き
が
け
て

つ
く
っ
た
も
の
で
、
そ
の
利
用

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
こ
と
し
は
、
国
光
の

花
芽
が
弱
く
、
カ
ラ
マ
ッ
、
小

玉
の
で
き
る
心
配
が
あ
り
、
人

工
授
粉
は
、
大
き
く
作
柄
を
左

右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

必
ず
人
工
授
粉
を
す
る
よ
う
、
 

心
が
け
ま
し
よ
う
。
 

り
ん
ご

園
に
は
 

暗
き
ょ

排
水
 

頑
張

る
梅
田
の
 

り
ん
ご

農
家
 

さ
い
き
ん
の
り
ん
ご
園
の
開
 
 

田
ば
や
り
を
よ
そ
に
、
梅
田
下

り
ん
ご
生
産
組
合
（
組
合
長
廿

佐
藤
直
太
郎
氏
、
関
係
戸
数
一
一

十
九
戸
）
 
では
、
り
ん
ご
の
増

収
と
品
質
を
よ
く
す
る
た
め
に

は
土
壌
改
良
か
ら
と
、
事
業
費

三
百
五
十
万
円
で
暗
き
ょ
排
水

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

関
係
面
積
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
が
動
き
、
 一

日
平
均
百
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
で

掘
り
お
こ
さ
れ
、
資
材
が
入
れ

ら
れ
て
順
調
に
進
行
し
、
五
月

九
日
に
立
派
に
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
 

五
月
二
日
に
は
佐
々
木
市
長

が
現
地
を
訪
れ
、
関
係
者
を
激

励
懇
談
し
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
県
と
市
で

一
部

補
助
を
出
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。
 

竹
内
知
事
も
激
励

に
か
け
つ

け
る
 

ま
た
五
月
八
日
に
は
竹
内
知

事
が
り
ん
ご
重
点
地
区
視
察
の

た
め
市
内
長
橋
地
区
を
訪
れ
、
 

二
年
つ
づ
き
の
不
作
と
、
台
風

被
害
に
な
や
む
地
元
民
と
懇
談

し

「
り
ん
ど
振
興
の
た
め
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
 

り
ん
ご
農
家
は
「
こ
と
し
こ

そ
は
」
と
意
欲
を
も
や
し
て
い

ま
す
。
 

婚憲（頑張る 梅田：の人「達） 

豊作 を 

激励＞ 

（新鋭開やく器） 

（激励する竹内知事） 



十勝沖地震当市内も予想外の被害―I 
佐々木市長が夜どおし陣頭指揮 I 

	消防署は非番者全員招集特別警戒-I 

（被害商店を見舞い激励する会頭と市長） 

全

叱

市
ス
ポー
ツ
振
興
審
議
会
 

る
 

1
1
 

 
女
員
 

観
鳳

W
田
 
桓
一
0
原
田
市
太郎
 

を

、
一
ニ「
上
 
昭
二
」
雪
酬
ー
ル
．久
吉
 

緑

rー
‘
ジ・
．
 
ージ
 
「

ー
一
．
 

口

mか
佐
藤
 
進
 

銀
γ
撫
藤
‘
 
対
駅
忠
男
 

）

一
戸
 

敏
 
田
下
山
 
豊
利

本
堀

内
 
敏
正

ブ
中曇
”
藤
 
貢
 

マ
、鎌

曲
嘉
兵
衛

乃
博
寺
田
  
昭
治

訟
阿
部
 

博
行
 
、
一
」
上
 
 
知
日保

魯
平

川
 
吉
道
 
”
（阿
部
  
祥
吾

甲
」
佐
藤
 
歳
助
ョ
ュ
成
田
  
昭
紀

!(7
伊
藤
 
博
 

醸
貞
倉
人

会
代表
）
 

そ
の
後
、
明
治
百
年
を
記
念

し
た
植
樹
が
会
員
の
手
で
行
な

わ
れ
、
百
五
十
本
の
杉
苗
が
し

っ
か
り
と
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

会
長
に
は
平
山
文
三
郎
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
 

、
◇

市
体
育
指
導
委
員
ち
ハ
し

野
、
」
し

（
一J昇
「1ま
一幻
「
う
，
一

I
七

根
 

琴
、
／
（
も
市
体
育
指
導
委
員
 

冴
パ
」
森

謡
 

◇
市
中
央
公
民
館
 

各
語
認

た
ラ
ソ
レ
踊
い
喋

霧

芳
五
郎
 

◇市
総
ム
開
熱
鍵J難
一
議
纂
 

ー
暁
一
部
会
 
（
行
財
政
）
 

三
上
 
儀
見
 

前
田
 
清
勝
 

轟
贈
「
鵜
」
ぎ
醸
」
“
一」蕊
慮
 

高
柳
 
文
治
 
笠
井
 
昭
 

k
中
綾

壇
郎
下

鱗
坂
蘇
輪
」

r町
 

高
満
 
タ
カ
 

◇
市
民
交
化
会
館
 

声
第
二
部
会
（
産疎
貸

‘
i製
稽

轟

が
栄
 

r
（
「《

 

ノ
サ
円
 
発
ま

幸
（m野
，
鉄
男
 

佐
藤
 
進
 

白
戸
 
為
教
 
佐
藤

J
 
 

貞
 
中

言

橋
永
太
郎
 

r
竺
《
 

‘
サ
ョ
 
発
ま
（
い屯
野
．
‘鉄
男
 
佐

藤
 

為
教
 
佐
藤

J
 
 

貞
 
中

言

橋
永
太
郎
 

畿
鷲
一
緯
鷲
一
 

飯
塚
 
平
次
 
出
．
「
瞬嚇
太
郎
 

九
二
f
芦
弐

郎
り
A
永
井
 
か
つ
 

「琴
醜
 
“馴
隷
肇
総護
掛
隣、
玲
滴
 

：工
藤 

第
詳熱
熱
競
鷲
網
」
 

正富か
一男つ 

武
治
 

忠
夫
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舶

誌
認
鉱
”
纏
『

・
 
◇

市
社
会
教育
貫

市
 

う

J

一
ー
 
 

i
F

手
ー

j
t

一
 

、
 

；
一
 
し

‘
 

同
総
会
が
開
か
れ
、
市
側
か
ら
 

a
町
部
芳
五
郎

（
学
識経
験
者
）
 

は
市
長
代
理
と
し
て
中
谷
収
入
 
・
司二
ニ
ヒ
 
産
毛
 
へ
 司
 

J
 

役
が
出
席
、
盛
大
に
開
か
れ
ま

、
g
小
山
吉
之
助
 
（
学
校
代
表

）
 

し
た
。
 

柵

斥
ー前
田
 
清
勝
 
（青
年
団
代
表
）
 

第
四
部
会

（
都
市
施
設
）
 

J
\
 

9
 森
 
平

内
 
菊

池
 
清
助

ぐ
 

寺
田
 
義
雄
 
？・
鶴
谷
初
太
郎
 

“佐

々
木
養
吉
“

ゴ
原
．
健
次
郎
 

A
 
 
前
田

・
 
斉
 

阿
部
芳
五
郎

、
 
一
戸
 則
雄

秋
田

ー
修
次
 
、
、外
崎
彦
太
郎
 

」
・太
田
 
義
雄
 
工
鎌
田
嘉
兵
衛
 

さ
る
十
六
日
、
午
前
九
時
五

十
分
頃
に
発
生
し
た
十
勝
沖
地

震
に
よ
り
、
県
下
各
地
は
大
き

な
被
害
を
う
け
ま
し
た
が
、
震

度
四
を
記
録
し
た
当
市
内
で
も

か
な
り
の
被
害
の
あ
る
こ
と
が

市
地
震
対
策
本
部
の
被
害
調
査

の
結
果
わ
か
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
月
二
十

日
現
在
、
農
業
施
設
で
は
水
門

の
亀
裂
、
護
岸
亀
裂
、
地
盤
沈

下
が
、
溜
池
、
水
路
、
橋
等
に

十
一
個
所
、
総
額

一
千
三
百
七

十
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
 

ま
た
商
店
で
は
陳
列
品
の
被

害
が
大
き
く
、
店
の
数
に
し
て

二
百
四
十
五
軒
、
最
高
七
十
万

円
、
総
額
三
百
六
十
四
万
円
の

被
害
を
う
け
て
お
り
、
い
ま
さ

ら
の
よ
う
に
地
震
の
お
そ
ろ
し

さ
が
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

佐
ん
木
市
長
は
、
こ
の
ほ
ど

村
上
商
工
会
議
所
会
頭
と
と
も

に
、
被
害
の
大
き
い
商
店
を
見

舞
い
、
状
況
を
視
察
し
ま
し
た

ま
た
、
市
で
は
地
震
発
生
と
同

時
に
、
消
防
本
部
に
地
震
対
策

本
部
を
設
け
、
市
長
を
は
じ
め

市
主
脳
部
が
翌
朝
ま
で
つ
め
か

け
ま
し
た
。
 

一
方
、
消
防
署
で
も
非
番
者

全
員
を
招
集
、
火
災
警
報
発
令
 
 

火
防
宣
伝
な
ど
し
て
，
翌
朝
ま

で
特
別
警
戒
し
ま
し
た
。
 

少
年
用
グ

ー
フ
ン
ド
 

整
 
地
 
完
 
了
 

岩
木
川
原
に
建
設
中
の
少
年

用
グ
ラ
ン
ド
整
地
工
事
が
完
了

し
、
そ
の
引
渡
式
が
四
月
三
十

日
午
前
十
時
か
ら
市
民
文
化
会

館
に
お
い
て
、
市
側
か
ら
岩
館

助
役
、
永
井
教
育
長
、
自
衛
隊

側
か
ら
石
橋
二
尉
他
二
十
一
人

の
施
設
隊
員
が
出
席
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

同
整
地
工
事
は
四
月
十

一
日

か
ら
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
盛

岡
駐
と
ん
施
設
隊
に
よ

っ
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
少
年
用
グ
ラ
ン
ド
は
、
 

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
、
子
ど
も
会
に
解
放
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

緑
化
推
進
北
五

支
会

の
総
会

開
か
れ
る
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一則
田
野
目
で
 

ど
う
し
て
 

発
見
さ
れ
た
か
 

昨
年
九
月
、
前
田

野
目
砂
田
の
山
あ
い

に
林
道
工
事
中
の
石
 

岡
彦
永
衛
門
さ
ん
が

土
中
よ
り
灰
色
の
土

器
破
片
や
堅
い
土
塊
 
「

海
』
 

を
発
見
、
市
教
委
に
知
ら
せ
、
 

調
査
の
結
果
破
片
は
須
恵
器
と

い
う
土
器
の
破
片
で
あ
り
、
土

塊
は
そ
れ
を
焼
い
た
時
の
焼
け

土
で
あ
り
、
そ
こ
は
登
窯
の
跡

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
と
前
後
し
て
新
谷
伊
太

郎
さ
ん
が
自
分
の
山

か
ら
前
と

同
じ
も
の
を
発
見
、
そ
こ
に
も

ま
た
登
窯
の
跡
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
が
郷
土
史
家
秋
元

省
三
先
生
よ
り
中
央
に
報
告
さ

れ
た
結
果
、
昨
年
十
月
十
五
日

専
門
家
の
調
査
と
な
り
登
窯
跡

と
い
う
こ
と
が
確
か

に
な
り
登

窯
研
究
家
で
あ
る
立
正
大
学
の

坂
詰
秀
一
講
師
を
中
心
と
し
て

こ
の
た
び
の
発
掘
と
な
り
ま
し

た
。
 古

代
土
器
の
歴
史
と

つ
く
り
方
 

日
本
古
代
に
は
縄
文
式
土
器

弥
生
式
土
器
土
師
器
等
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
地

面
か
あ
る
い
は
少
し
の
凹
み
を
 
 

つ
く
っ
て
土
器
を
並
べ
、
ま
わ

り
に
火
を
た
い
て
つ
く
っ
た
の

で
火
力
も
弱
く
製
品
も
も
ろ
か

っ
た
。
 と
こ
ろ
が
五
世
紀
頃
非

常
に
堅
い
土
器
製
法
が
朝
鮮
か

ら
伝
わ

っ
た
。
そ
れ
が
須
恵
器

で
あ
り
登
窯
で
あ
り
ま
す
。
 

登
窯
と
は
 

ど
ん
な
も
の
か
 

山
の
斜
面
に
ま
ず
長
さ
十
米

内
外
幅

一
米
ー
二
米
位
の
溝
を

掘
り
ス
サ
 
（
津
軽
では
壁
の
ツ

タ
）
 を
入
れ
た
粘
土
で
屋
根
を

つ
く
り
、
斜
面
に
土
器
を
並
べ

て
下
か
ら
火
を
た
き
ま
し
た
。
 

火
が
も
え
さ
か
っ
た
と
き
焚

き
ロ
、
煙
出
ロ
を
と
じ
る
た
め

中
の
温
度
が
の
ぼ
り
、
せ
っ
し

一
〇
〇
〇
度
、

一
二
〇
〇
度
と

な
り
製
品
も
堅
く
で
き
る
。
そ

れ
に
さ
ら
に
ロ
を
開
い
て
松
葉

を
た
い
て
そ
の
煙
を
お
く
る
と

土
器
に
煙
の
色
が
し
み
こ
ん
で

灰
色
に
な
り
ま
す
．
 

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ

た
須
恵
器
は
奈
良
平
安
時
代
に
 

は
全
国
に

ひ
ろ
が
り

窯
跡
も
秋

田
県
か
ら

大
分
県
ま

で
分
布
し

て
い
ま
す

し
か
し

平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
 

初
期
に
、
 
 

柚
薬
を
使
う
瀬
戸
物
が
で
る
よ

う
に
な
っ
て
、
多
く
の
地
方
の

窯
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

前
田
野
目
発
掘
て

何
が
わ
か
っ
た
か
 

①
 
登
窯
の
北
限
は
、
今
ま

で
秋
田
県
羽
後
町
と
岩
手
県
北

上
町
を
結
ぷ
線
で
あ
る
と
い
う

学
間
上
の
説
が
変
え
ら
れ
て
、
 

青
森
県
五
所
川
原
市
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
、
は
っ
き
り
し
た

証
拠
が
で
た
こ
と
に
な
り
ま
す

①
 
前
田
野
目
窯
跡
は
調
査

の
結
果
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ

り
、
そ
の
時
代
に
は
も
う
姿
を

消
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
須

恵
器
の
製
造
が
ま
だ
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。
 

③
 
津
軽
地
方
の
歴
史
は
徳

川
時
代
か
ら
の
は
比
較
的
は
っ

き
り
古
文
書
に
の
こ
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
前
は
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
多
い
の

で
す
が
、
そ
れ
を
解
明
す
る
手

が
か
り
を
見
つ
け
え
た
こ
と
で

も
こ
の
た
び
の
発
掘
は
、
学
間

の
う
え
で
も
重
要
な
参
考
に
な

り
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
た
び
の
発
掘
に

あ
た
り
、
郷
土
史
家
の
方
々
、
 

と
く
に
五
所
川
原
市
内
の
高
校

生
を
は
じ
め
金
木
、
青
森
、
弘

前
の
高
校
生
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
り
 

福
祉
年
金
を
う
け

て
い
る
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
 

老
令
、
障
害
、
母
子
の
福
祉

年
金
等
を
う
け
て
い
る
方
は
、
 

毎
年
五
月
分
を
う
け
る
と
同
時

に
、
定
時
所
得
状
況
届
を
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
を
出
し
ま
せ
ん
と
、
 

五
月
以
降
の
年
金
が
う
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
な
く
、
 

六
月
十
五
日
ま
で
に
、
保
険
衛

生
課
、
国
民
年
金
係
へ
証
書
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

海
上
保
安

学
校
 

普
通
科
学
生
募
集
 

入
学
資
格
 
昭
和
十
九
年
 

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
 

高
校
卒
以
上
の
男
子
。
 

待
遇
 
在
学
中
は
一
万
九

チ
円
支
給
、
全
寮
制
、
被
服

貸
与
、
授
業
料
不
要
。
 

卒
業
後
は
、
巡
視
船
に
乗
船

し
、
月
額
二
万
九
千
円
位
支

給
。
 

修
業
年
限
 
六
か
月
 

受
付
期
間
 
五
月
十
日
か

ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
 

第

一
次
試
験
 
六
月
三
十

日
 
（日
）
 

試
験
地
 
青
森
市
 

詳
細
に
つ
い
て
は
返
信
用
十

五
円
切
手
同
封
の
う
え
、
青
森

市
新
浜
町
、
青
森
海
上
保
安
部

へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
 

国
鉄
通
勤
定
期
乗
車

の
特
別
割
引
制
度
 

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
国
鉄
の
通
勤
定
期
券
の
料
金

が
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
の

方
は
改
正
前
の
料
金
で
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

生
活
保
護
を
う
け
て
い
る

世
帯
の
方
 

母
子
ま
た
は
、
準
母
子
福

祉
年
金
を
う
け
て
い
る
世
帯

の
方
．
 

児
童
扶
養
手
当
を
う
け
て

い
る
世
帯
の
方
 

な
お
、
定
期
券
を
買
う
方
は
市

福
祉
事
務
所
ま
で
お
出
で
く
だ

さ
い
。
 

子
ど
も
の
水
死
事
故
 

を
な
く
し
ま
し
よ
う
 

例
年
農
繁
期
に
は
子
ど
も
の

水
死
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
、
入
学
前
の
幼

児
に
多
く
、
水
の
事
故
は
た
い

て
い
痛
ま
し
い
死
に
つ
な
が
り

ま
す
。
 

い
そ
が
し
さ
、
仕
事
に
気
を

と
ら
れ
て
、
か
わ
い
い
子
ど
も

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
 

み
ん
な
で
注
意
し
て
、
事
故
が

お
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
 

よ
ノ
．
 



④
 
戦
没
者
叙
位
叙
勲
名
簿
 

市政＝ユース 

圏
四
月
二
十
三
日
伝
達

◇
五
所
川
原
地
区
 

三
森
武
天
（川
端
町
）
、
三
上
政

夫
（
川
端
町
）
、
 藤
田
嘉
四
栄
 

（
岩
木
町
）
、
毛
内
守
司
（
寺
町
）
 

羽
藤
秀
雄
（
寺
町
）
、
三
上
政
雄
 

（
幾
島
町
）
、古
川
勇
（
末
広
町
）
 

松
本
政
蔵
（
中
平
井
町
）
、
佐
藤

源
次
（
下
平
井
町
）
、
小
山
内
福

重

（下
平
井
町
）
、
 秋
元
元
一
 

（中
平
井
町
）
、
 佐
藤
源
治
（
下

平
井
町
）
、柳
沢
勝
蔵
（
敷
島
町
）
 

工
藤
正
義
（
旭
町
）
、
斎
藤
伊
作
 

（
旭
町
）
、
白
取
久
美
（
大
町
）
、
 

水
上
才
太
郎
（
東
町
）
、工
藤
直

四
郎
（鎌
谷
町
）
、小
田
桐
健
蔵
 

（
元
町
）
、
葛
西
正
雄
（
元
町
）
、
 

平
山
義
雄
（
栄
町
）
、木
村
秀
一
 

（
田
町
）
、
原
信
一
（
田
町
）
、原

政
次
郎
／
平
和
町
）
、葛
西
徳
助
 

（平
和
町
）
、
館
山
重
吉

（
下
平

井
町
）
 

◇
小

曲
地
区
 

三
浦
昂
、
佐
藤
孝
誠
、
佐
藤
一

雄
、
敦
賀
栗
助
、
三
浦
喜
代
美

対
馬
繁
春
、
佐
藤
藤
雄
、
小
粟

山
弘
、
沢
田
勝
太
郎
、
長
沢
竜

郎
 

◇
七
和
地
区
 

福
士
直
蔵
、
福
士
勝
雄
、
堀
内

時
雄
、
楠
美
猛
四
郎
、
佐
々
木

保
直
、
福
士
滝
四
郎
（
以
上
高

野
）
。
 阿
部
武
雄
、
藤
田
誠
太

郎
、
阿
部
浪
三
郎
、
西
谷
富
士

男
、
工
藤
義
四
郎
、
阿
部
末
三

柳
原
庄
】
、
伊
藤
弥
七
郎
（
以

上
原
子
）
。
 新
谷
末
蔵
、
新
谷

賢
五
郎
、
大
坂
茂
雄
、
斎
藤
勇

一
、
斎
藤
定
雄
、
今
竹
二
郎
、
 

今
鉄
義
、
斉
藤
正
雄
（
以
上
前

田
野
目
）
。
 阿
部
勝
雄
、
阿
部

多
智
雄
、
阿
部
秀
任
、
阿
部
光

三
（
以
上
羽
野
木
沢
）
、
 伊
藤

七
五
郎
、
外
崎
定
五
郎
（
以
上

俵
元
）
、
 山
田
正
雄
、
小
笠
原

六
郎
、
小
笠
原
力
一
、
阿
部
一

二
三
（
以
上
持
子
沢
）
 

◇

長
橋
地
区
 

石
岡
健
四
郎
、
秋
元
長
作
、
石

岡
善
司
、
須
藤
正
一
、
長
尾
義

巳
、
 土
破
実
義
、
 
斎
藤
多

一
 
 

（
以
上
野
里
）
。
 工藤
千
代
五
郎
 

（
豊
成
）
。
松
野
泰
作
，
秋
元
助

直
、
松
野
仁
郎
、
工
藤
三
次
郎

成
田
米
次
郎
、
土
岐
隆
一
、
土

岐
政
雄
（
以
上
神
山
）
。
 成
田

清
次
、
清
野
篤
一
、
高
谷
勝
雄

長
尾
是
六
、
中
川
武
美
、
成
田

七
郎
、
清
野
健
、
成
田
一
四
郎

横
島
義
衛
（
以
上
松
野
木
）
。
 

笹
森
正
一
、
工
藤
摂
、
秋
田
重

光
、
藤
田
千
代
太
郎
（
以
上
浅

井
）
 ◇

栄
 
地
 

区
 

成
田
与
三
郎
（
七

ッ
館
）
 

◇
松

島
地
区
 

小
田
桐
平
次
郎
、
太
田
薫
吉
、
 

高
橋
於
兎
麿
、
小
坂
由
太
郎
、
 

小
坂
竹
次
郎
、
太
田
幸
一
（
以

上
水
野
尾
）
。
 工
藤
字
佐
美
、
 

小
野
与
之
市
、
小
野
稔

（
以
上

一
野
坪
）
。吉
田
信

一
（
唐
笠
柳）
 

伊
藤
徳
太
郎
、
山
川
定
雄
、
島

村
貞
助
、
葛
西
兼
太
郎
（
以
上

太
刀
打
）
。
 岩
崎
弥
之
助
（
金

山
）
工
藤
親
一
郎
、
対
馬
長
右

衛
門
（
米
田
）
 

◇
飯

詰
地

区
 

奥
田
良
二
、
間
山
竹
次
、
奈
良
 

健
一
 ◇

長
 
富
地

区
 

原
田
勝
美
 

◇
中
川
地

区
 

外
崎
行
助
、
秋
田
武
、
秋
田
徹

郎
、
館
山
明
昭
、
小
田
桐
農
次

郎
、
藤
森
勝
美
、
長
尾
七
郎
兵

衛
（
以
上
川
山
）
。
 山
形
清
孝

奈
良
喜
之
助
（
田
川
）
．藤
森
柳

海
、
秋
田
兼
四
郎
、
石
谷
源
造
 

（
以
上
沖
飯
詰
）
。沢
田
栄
三
、
 

笠
井
清
司
（
桜
田
）
、
 高
橋
昇
 

（種
井
）
 

!
 

◇
三
好
地
区
 

川
浪
盛
次
郎
（
藻川
）
 

n

以
上
一
三
四
名
u
 

団
五
月
・工
」
日
伝
達
 

石
岡
為
四
郎
（
神
山
）
、
工
藤
米
 

広
（
湊
）
、木
村
富
作
（
梅
田
）
、
 

長
尾
金
作
（
松
野
木
）
、
 高
橋
 

千
代
三
郎
 

（
金
山
）
、
 

工
藤
義
雄
 

（川
端
町
）
 

和
田
百
蔵
 

（
飯詰
）
、
 

対
馬
弥
右

衛
門
（
上

平
井
町
）
 

其
田
秀
11
一

郎
（
下
岩

崎
）
、藤
田

五
郎

（
姥

落
）
福
士

松
二
（
梅

田
）
岩
淵

健
悦
（
姥

落
）
 田
中
 

定
雄
（
飯
 

詰
）
、
 小
田
桐
佐
吉
（
田
町
）
、
 

松
本
勲
（
末
広町
）
，
長
尾
喜
代

作
（
鶴
ケ
岡
）
、
 長
内
千
代
明
 

（錦
町
）
、
 新
岡
嘉
左
衛
門
（
飯

詰
）
、阿
部
甚
作
（
飯
詰
）
、一
戸

富
蔵
（
稲
実）
、
前
田
義
信

（
梅

田
）
、
 長
尾
常
次
（
錦
町
）
、山

内
竹
雄
（
本
町
）
、
 木
村
由
雄
 

（
元
町
）
、
敦
賀
喜
三
郎
（
本
町
）
 

前
田
利
光
（
末
広
町
）
，
長
尾
一

弥
（
錦町
）
、松
本
清
勝
（新
宮
）
 

伊
藤
正
安
（
梅
田
）
、斎
藤
勇
】
 

（
梅
田
）
、川
浪
正
弘
（
藻川
）
、
 

高
橋
常
雄
（藻
川
）
、佐
藤
芳
雄
 

（
梅
田
）
、竹
谷
正
俊
（
藻川
）
、
 

鈴
木
勝
雄
（
梅
田）
、
小
野
達
世
 

（
飯詰
）
、
山
口
武
則
（
飯
詰
）
、
 

平
山
平
助
（
元
町
）
、
上
見
秀
夫
 
 

（大
町
）
、菊
池
重
蔵
（
稲
実）
、
 

松
江
俊
造
（
梅
田
）
、井
沼
普
三

郎
（
寺
町
）
、
 
伊
藤
円
三
郎
（
広

田
）
、
 長
尾
長
太
郎
（
鶴
ケ
岡
）
 

佐
藤
喜
代
衛
（
梅田
）
、島
谷
嘉

太
郎
（
錦
町
）
、
 中
谷
柾
四
郎
 

（
飯
詰
）
、柴
田
伝
右
衛
門
（
飯

詰
）
、毛
内
博
（
広
田）
、
 新
井

勇
（
唐
笠柳
）
、
 竹
鼻
政
吉
（
本

町
）
、
 鶴
谷
末
八
（
平和
町
）
、
 

秋
元
武
雄
（
飯詰
）
、長
峰
寿
生
 

（
飯
詰
）
、
飛
島
正
蔵
へ旭
町
）
、
 

三
浦
幸
之
進
（
高
瀬）
、
石
黒
直

一
（
梅
田
）
、山
口
正
辰
（
飯
詰
）
 

石
黒
邦
義
（
梅
田
〕
、乗
田
弥
吉
 

（藻
川
）
、上
見
政
市
（
飯詰
）
、
 

福
士
繁
栄
（
梅田
）
、高
橋
貞
雄
 

（
一
野
坪
）
、岩
谷
正
次
（
錦
町
）
 

伊
藤
豊
広
（
柏
原
町）
、岩
谷
良

一
（幾
島
町
）
、高
橋
秀
男

（
浅

井
）
、
 平
山
俊
雄
（飯
詰
）
、鳴

海
義
直
（
飯詰
）
、島
谷
嘉
次
郎
 

（
錦
町
）
、高
橋
治
三
郎
（
金
山
）
 

平
山
良
次
郎
（
姥
落）
、木
村
惣

次
郎
（
姥
落
）
、
 岩
淵
俊
次
郎
 

（姥
浩
）
、前
田
三
男
（
梅
田
）
、
 

葛
西
孝

一
郎
（
湊
）
、宮
本
岩
太

郎
（
下
平井
町
）
、伊
藤
武
四
郎
 

（
漆
川）
、
 山
崎
由
太
郎
（
平和

町
）
、
 福
井
弥
三
郎
（
梅
田
）
、
 

成
田
千
代
」
廊
（中
平
井
町
）
、
 

小
田
桐
専
之
助
（
漆川
）
、小
田

桐
政
左
衛
門
（元
町
）
、今
集
一
 

（
飯詰
）
、今
武
雄
（飯
詰
）
、岩

田
柾
治
（
飯詰
）
、
 其
田
昭
（
下

岩
崎
）
、
 工
藤
敏
三
（
田
町
）
、
 

前
田
正
四
郎
（東
町
）
、
工
藤
義

美
（
飯詰
）
、
 伊
藤
薫
太
郎
（
漆

川
）
、
 佐
々
木
文
次
（大
町
）
、
 

須
藤
義
一
（
錦
町
）
．中
谷
甚
助
 

（飯
詰
）
、毛
利
政
則
（
元
町
）
、
 

神
米
蔵
（
飯
詰
）
、中
村
三
四
郎
 

（飯
詰
）
、林
勝
治
（錦
町
）
、高

橋
正
四
郎
（
唐
笠柳
）
、小
笠
原

俊
衛
（
鶴
ケ
岡
）
、
 横
島
清
美
 

（
松
野
木
）
、
 中
川
定
一
（
松野

木
）
、
 葛
西
実
（平
和
町
）
、
山

川
定
（
太
刀
打
）
、佐
々
木
佑
三
 

（大
町
）
、
 毛
内
忠
次
郎
（
川
端

町
）
、高
杉
清
（
元
町
）
、
 光
井

信
雄
（飯
詰
）
，
 佐
藤
与
市
（川

山
）
、
 原
幸
巳
（
旭
町）
 

【
以
上

一
ニ
三
名
 

（佐女 木市長か ら 伝達） 



市政ニユース ⑤
 

交

通
災

害
共

済
 

た
 
だ
 

こ
の
制
度
は
、
市
民

が
不
幸
に
も
交
通
事
故

に
あ

っ
た
と
き
、
お
互

い
に
助
け
あ

い
明
る
い

生
活
を
守
ろ
う
と
い
う

ね
が
い
か
ら
で
き
た
も

の
で
す
c
 

一
日
一
円
 
（
年額
三

百
六
十
円
）
で
、
事
故

に
あ
わ
れ
た
と
き
、
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
 

（
死
亡
時
 
五
十
万
円

け
が
の
程
度
で
最
高
十
 

万
円
ま
で
）
 

△
加
入
し
た
と
き
か
ら

一
年
間
 

有
効
で
す
。
 

△
事
故
が
発
生
し
て
か
ら

一
年

以
内
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

受
付
は
，
 

市
役
所
市
民
相
談
（
至
、各
支
所
 

‘
、
 

△
給
付
で
き
る
場
合
の
例
 

一
、
パ
ス
等
に
乗

っ
て
い
る
と
 

鶴
谷

市
消
防
団

長
 

勲
五

等
瑞
宝
章

受
章
 

鶴
谷
初
太
郎
市
消
防
団
長
（
6
2)
 

は
、
去
る
五
月
八
日
消
防
会
館

に
お
い
て
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

拝
受
、
宮
内
省
に
お
い
て
天
皇

陛
下
に
拝
閲
し
ま
し
た
。
 

鶴
谷
団
長
は
大
正
十
四
年
五

所
川
原
町
消
防
組
消
防
手
を
拝

命
以
来
現
在
ま
で
、
実
に
四
十

五
年
の
永
い
間
消
防
活
動
に
献

身
し
、
こ
の
間
昭
和
三
十
年
か

ら
市
議
会
議
員
、
同
三
十
八
年

か
ら
は
民
生
常
任
委
員
長
を
務

め
県
消
防
協
会
勤
功
章
、
功
労

章
、
日
本
消
防
協
会
勤
続
章
な

ら
び
に
精
動
章
、
消
防
庁
長
官

よ
り
永
年
勤
統
功
労
章
な
ど
、
 

全
国
的
に
屈
指
な
功
労
者
で
す

◇
鶴
谷
団
長
消
防
歴
 

大
正
1
4年
 
町
消
防
組
消
防
手
 

い
 
ま
受
付
中
 

き
、
急
プ
レ
ー
キ
の
た
め
、
 

お
客
が
将
棋
倒
し
に
な
っ
て

け
が
を
し
た
と
き
。
 

建
物
に
自
動
車
が
つ

っ
こ

ん
で
，
建
物
内
の
人
が
け
が

を
し
た
と
き
。
 

会
員
が
無
免
許
で
運
転
し

て
事
故
を
起
こ
し
同
乗
者
が

け
が
し
た
と
き
は
、
同
乗
者

に
給
付
し
ま
す
。
 

自
転
車
で
通
行
中
誤
っ
て

転
び
、
け
が
を
し
た
と
き
。
 

自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
、
小

石
を
は
ね
て
ガ
ラ
ス
を
割
り

そ
れ
に
よ
っ
て
中
の
人
が
け

が
を
し
た
と
き
。
 

農
道
で
、
 ハ
ン
ド
ト
ラ
ク

タ
ー
を
運
転
中
、
堰
に
お
ち

て
け
が
し
た
と
き
。
 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
く

わ
し
い
こ
と
は
、
三
月
五
日
発

行
の
市
政
ニ
 
ユー
ス
を
参
照
く

だ
さ
る
か
、
係
員
ま
で
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

大
正
1
5年
 
町
消
防
組
取
締
役

昭
和
1
4年
 
町
警
防
団
班
長

昭
和
2
4年
 
町
消
防
団
副
部
長

昭
和
2
6年
 
町
消
防
団
部
長

昭
和
3
4年
 
市
消
防
団
副
団
長
 

県
消
防
協
会
代
議
員
 

小
野
蔵
次
郎
さ
ん
は
 

勲
六
等
単
光

旭
日
章
 

市
内
本
町
小
野
蔵
次
郎
（
8
5)
 

さ
ん
は
、
た
ば
こ
、
塩
専
売
業
 
 

務
部
門
で
、
さ
る
五
凡
八
日
大

蔵
省
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を

拝
受
、
引
き
続
い
て
宮
内
省
に

お
い
て
鶴
谷
団
長
と
と
も
に
、
 

天
皇
陛
下
に
拝
閲
し
ま
し
た
。
 

小
野
さ
ん
は
六
十
五
年
前
の

専
売
公
社
創
設
前
か
ら
専
売
業

務
に
た
ず
さ
わ
り
、
昭
和
十
年

か
ら
三
十

一
年
ま
で
五
所
川
原

た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
長
を
勤

め
る
一
方
、
昭
和
七
年
か
ら
昭

和
三
十
七
年
ま
で
、
五
所
川
原

塩
販
売
組
合
長
を
歴
任
し
、
現

在
は
両
組
合
の
顧
間
を
し
て
い

ま
す
。
 

こ
の
間
、
昭
和
十
年
、
二
十

年
に
は
日
本
専
売
公
社
仙
台
地

方
局
長
表
彰
‘
昭
和
二
十
九
年

三
十

一
年
、
三
十
二
年
に
は
、
 

日
本
専
売
公
社
総
裁
表
彰
を
う

け
て
い
ま
す
。
 

【艮
こ
な
つ
て
，
こ
の
 

仕
事
を
や
っ
て
お
り

西
北
中
央
病
院
が
あ

っ
せ
ん
病

院
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

手
続
き
は
、
前
記
の
病
院
か

市
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

当
市
前
田
野
目
の
鶴
谷
武
光

さ
ん
（
四十
三
才
、
 一
級
）
は現

在
、
弘
大
附
属
病
院
で
、
角
膜

の
移
植
手
術
を
う
け
、
経
過
は

順
調
で
、
前
途
に
明
る
い
希
望

を
も
っ
て
療
養
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
 

死
ね
ば
灰
に
な

っ
て
し
ま
う

眼
で
す
。
ど
う
か

一
般
の
方
々
 
 

が
眼
を
無
駄
に
し
な
い
で
、
盲

人
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

校

集
 
雇

用
促
進
事
業
団

学
募
 
で

は
「
職
種
別
再
訓
 

k

生
 
練
通
信
講
座
」
を
開
 

.
 
i

留
 
設
し

て
い
ま
す
。
 

＼『

A
一
 

時
間
や
、
地
域
の

言
口
一
醜
 関
係
で
訓
練
所
に
入

業
一
覇
 
れ
な
い
方
の
た
め
に

我
勃
 

と
く
に
設
け
ら
れ
た
 

も
の
で
す
。
 

二
 
受
講
資
格
 

受
講
し
よ
う
と
す
る
職
業
に
 

つ
い
て
い
る
方
か
こ
れ
に
準
 

ず
る
方
で
、
年
令
、
学
歴
は
 

間
い
ま
せ
ん
。
 

一
一
、訓
練
期
間
 

一
 
か
 
年
 

11一
、申
し
 
こ
 
み
 

い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
 

受
 
講
 
料
 

一
年
 
四
千
円
 

訓
練
内
容
 

労
功
省
編
集
の
指
導
書
に
よ

る
自
学
自
習
、
質
疑
応
答
、
 

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
等
で
す
。
 

特
 
典
 

一
一
級
技能
検
足
の
と
き
、
学
 

科
試
験
免
除
．
 

募
集
職
種
 

機
械
、
木
型
、
配
管
、
タ
イ

ル
張
り
、
仕
上
げ
、
板
金
、
 

洋
服
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
機

械
製
図
、
金
属
塗
装
、
機
械

検
査
、
建
築
塗
装
、
家
具
、
 

左
官
、
建
築
大
工
、
オ
フ
セ

ツ
ト
印
刷
、
鋳
鉄
鋳
物
、
建

具
、
と
び
、
凸
版
印
刷
の
各

工
で
す
。
 

な
お
詳
し
く
は
、
青
森
市
横
山

町
一
五
六
 
（電
④
五

一
五
四
）
 

青
森
総
合
職
業
訓
練
所
か
、
公

共
職
業
安
定
所
へ
間
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
・
 

=＝・これからでも加入できます・一 

人に光を ーーコ
d
 

l
ノ
旺
土
日

土
ぞ
報
）カ

丑
轟
弓
 

盲
の
人
が
、
角
膜
 

（
く
ろ
め
）
 
の
移植

に
よ
っ
て
、
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

弘
前
大
学
ァ
イ
パ

ソ
ク
 
（眼
の
銀
行
）
 

入
野
田
教
授
が
理
事
 

（新電気製品紹介） 

電気湯わかし器 

夜ねむっている間に、自

動的に約85度のお湯が40リ

ツ トル （約二斗） わいてい

て、毎朝 6 時からいつでも

コツクをまわすだけで、清

潔なお湯がタツプリ使えま

す0 しかも電気料金は一日

わずか巧円、東北電力の営

業所で取次ぎしていますが

工事費は無料奉仕していま 

す． 



⑥
 

国
土

調
査

の
お

知
ら

せ
 

ー

こ
と
し

は
小
曲
、

鎌
谷
地
区
 

か
 
ら
 
行
 
な
 

い
 
ま
 
す
ー
 

市政ニユース 

＞
国
土
調
査
は
新
し
い
町
 

く
づ
く
り
の
土
台
で
す
。
 

こ
と
し
か
ら
約
十
か
年
の
計

画
で
、
地
籍
調
査
を
行
な
い
、
 

新
し
く
地
図
と
台
帳
を
つ
く
り

ま
す
。
 

◇
磐
詰

監
纏
護
 

道
ば
た
に
石
や
杭
を
埋
め
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
境

界
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で

イ
タ
ズ
ラ
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
き
ーい
。
 

＞
一
筆
毎
に
境
界
、
地
番
 

く
地
目
筆
を
調
べ
ま
す
 

現
地
に
入
る
前
に
皆
さ
ん
に

連
絡
し
ま
す
が
、
自
分
の
土
地

に
は
杭
を
た
て
て
も
ら
い
ま
す

か
ら
隣
の
方
と
話
し
合
い
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
 ま
た
、
分
筆

合
筆
、
地
目
変
更
に
つ
い
て
は

担
当
職
員
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

名
簿
の
登
録
は
、
毎
年
三
月

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

七
月
七
日
に
予
定
さ
れ
る
参

議
院
選
挙
前

に
は
、
登
録
が
行

な
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
、
名
簿
登
録
の

確
認
を
し

て
、
み
ん
な
そ
ろ

っ

て
投
票
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

登
録
を
必
要
と
す
る
方
 

一
、
住
所
、
年
令
の
要
件
 

ま
だ
一
度
も
選
挙
を
し
た
こ

と
の
な
い
人
で
、
本
年
三
月
一

日
か
ら
ひ
き
つ
づ
い
て
市
内
に

住
ん
で
お
り
、
昭
和
二
十
三
年

六
月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
 

（
六
月
一
日
現
在
満
ニ
十
才
以

上
、
二
日
生
れ
も
入
り
ま
す
）
 

一
一
、登

録
期

限
 

六
月
一
日
ま
で
に
申
し
い
で
 

て
く
だ
さ
い
。
申
し
い
で
が
な
 

＞
一
筆
毎
に
正
し
く
 

◇
難
梶
鄭

れ
『
く
 

測
量
は
、
皆
さ
ん
が
境
界
に

立
て
た
杭

に
よ
っ
て
、
市
で
委

託
し
た
測
量
会
社
の
方
が
行
な

い
ま
す
。
 

＞
結
果
に
つ
い
て
は
皆
さ
 

く
ん
に
み
て
も
ら
い
ま
す

地
図
や
台
帖
が
で
き
ま
す
と

二
十
日
間
市
役
所
で
み
て
も
ら

い
ま
す
。
も
し
、
ま
ち
が
い
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
申
し
で
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
 

い
ま
ま
で
の
台
帳
や
地
 

図
は
正
し
く
書
き
か
え
 

ら
れ
ま
す
。
 

登
記
所
に
お
く
ら
れ
て
、
新

し
い
土
地
台
帳
、
地
図
と
し
て

永
久
保
存
さ
れ
ま
す
。
 

◇
国
土
調
査
の
仕
事
は
、
農

林
商
工
課
が
担
当
し
て
い
ま
す

か
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

い
と
六
月
二
十
日
確
定
の
永
久

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ

ん
。
 

三
、
登
録

場
所
 

市
役
所
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
 

◇
こ
れ
ま
で
も
市
内
で
選
挙

権
が
あ
り
、
住
所
の
変
わ
ら
な

い
方
は
、
永
久
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
名
簿
の
縦
覧
、
異
議

（
脱
 
 

漏
、
誤
載
）
申
立
、
期
間
、
場

所
 六

月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会
、
事
務
局
で

行
な
い
ま
か
o
 

保
護
司
会

・
更
生
 

保
護
婦
人
会

総
会
 

五
月
九
日
、
市
内
教
育
会
館

で
午
前
九
時
よ
り
五
所
川
原
地

区
更
生
保
護
婦
人
会

（
会
長田

辺
シ
ゲ
）
、
 午
後

一
時
ょ
り
五

所
川
原
保
護
区
保
護
司
会
（
会
 

長
鶴
谷
正
夫
）
が
開
か
れ
、
こ

と
し
の
主
な
事
業
と
し
て
次
の

よ
う
に
き
め
ま
し
た
。
 

A
保
護
司
活
動
の
充
実
強
化
 

△
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

実
施
 

ム
更
生
保
護
思
想
の
普
及
宣
伝

△
餅
一
切
れ
運
動
の
実
施
 

ク
 
i
 

札
幌
ォ
リ
ソ
ビ
ツ

ツ
 
4
ー
ー
 
ク
は
、
7
ジ
ア
で
初

ピ
 
‘
 
め
て
開
か
れ
る
冬
季

ン
 
I
．
大
会
で
す
o
 

り
 
縄
旧
 
こ
の

大
会
を
成
功

む
 
さ
せ
る
た
め
に
は
、
 

む
 
督
 

一
人
一
人
の
オ
リ
ン
 

・

一
 
・
 

ピ
ツ
ク
に
対
す
る
理

解
と
、
積
極
的
な
協
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

札
幌
市
で
は
つ
ぎ
の
要
項
で

広
く
全
国
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

作
品
の
ね
ら
い
 
札
幌
ォ

リ
ン
ピ
ツ
ク
を
成
功
さ
せ
る

要
因
を
効
果
的
に
表
現
し
た

も
の
。
 

応
募
資
格
 
制
限
あ
り
ま

せ
ん
。
 

応
募
用
紙
 
官
製
は
が
き

一
枚
に
一
点
と
し
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
令
、
勤
務
先
ま
た
 
 

は
学
校
名
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
‘
 

字
数
 
制
限
し
ま
せ
ん
 

締
切
 
昭
和
四
十
三
年
六

月
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）
 

送
り
先
 
札
幌
市
北
一
条

西
四
丁
目
、
札
幌
市
役
所
ォ

リ
ソ
ピ
ツ
ク
準
備
室
 

発
表
 
昭
和
四
十
三
年
六

月
二
十
三
日
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

デ
ー
記
念
行
事
に
併
わ
せ
て

行
な
い
ま
す
。
 

賞
金
 
入
選
五
万
円
一
点

佳
作

一
万
円
十
点
 

鉄
道
妨
害
防

止
に
 

ご
 

協
 
力
 
を
 

例
年
の
ご
と
く
子
供
さ
ん
達

が
線
路
附
近
で
遊
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
悲
惨
な
事
故
の
目

で
す
り
 

最
近
は
軽
い
客
車
で

ス
ピ

ー
 

ド
を
モ
ツ
ト
ー
に
列
車
を
走
ら

せ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 一
旦
妨

害
が
あ
れ
ば
想
像
以
上
の
大
き

な
事
故
と
な
り
ま
す
。
 

妨
害
に
な
る
事
故
に
は
莫
大

な
損
害
額
を
保
護
者
が
負
担
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
、
 

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

①
 
子
供
は
、
線
路
で
遊
ば

な
い
、
遊
ば
せ
な
い
。
 

②
 
近
道
で
も
、
線
路
や
鉄

橋
を
歩
か
な
い
、
歩
か
せ

な
い
。
 

③
 
線
路
に
、
石
や
物
を
置

か
な
い
、
置
か
せ
な
い
。
 

④
 
列
車
に
、
石
や
物
を
投

げ
な
い
、
投
げ
さ
せ
な
い
。
 

黒
財
布
を
拾
い
ま
し

た
 

四
月
二
十
六
日
市
役
所
市
民

課
窓
口
附
近
で
、・
現
金
入
り
黒

財
布
を
拾
い
ま
し
た
。
 

落
と
し
た
方
は
警
察
署
か
市

役
所
企
画
総
務
課
庶
務
係
へ
ご

連
絡
願
い
ま
す
。
 

選
挙

人

の
み
な

さ
ん
は
 

も
れ
な
く
登
録
し
ま
し
ょ
う
 

（ くわしくは市民課へ） 

坤震被害 

お 見 舞、、 

申し上げます 

五所川原市長 

佐々木栄造 
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